
 

 

 

 

 

 

 

 

人との距離は遠くに、心の距離は近くに！  
 校長 井田 寿  

愛知県の花「かきつばた」。花言葉は「幸せは必ずやっ 

て来る」です。現在、新型コロナウィルス感染症の状況は 

少しずつよい方向に向かってはいるものの、終息するまで 

苦しい長期戦になると言われています。そんな苦しい状況 

の中にあっても、いつかは必ず幸せが来ると信じて過ごし 

ていきたいと思います。 

さて、５月１９日（火）Ａグループ・２０日（水）Ｂグ 

ループの登校日に放送で次のような話をしました。 

～・・・今、テレビやニュースで話題になっている新型コ 

ロナウィルスは、熱、せき、くしゃみなどを引き起こすか 

ぜの原因となるウィルスです。コロナウィルスは、口から出るつば、せき、くしゃみに乗

って、人から人へと感染します。また、手についたウィルスが原因で広がることもありま

す。自分を、家族を、みんなを守るためにコロナウィルスを広げないことが大切です。そ

のために、ぜひ守ってほしいことを４つ言います。①手を洗うことです。外から帰ってき

たら、まず石けんと水で手を洗い、手についたウィルスを洗い流しましょう。②マスクを

つけることです。せきやくしゃみといっしょにウィルスが飛び出していくのを防ぐとと

もに、他の人からのウィルスを守ることができます。③友達とできるだけくっつかないよ

うにして、はなれて過ごしましょう。これをソーシャルディスタンスと言います。④かぜ

をひいたら家で休むことです。熱、鼻水、せきなどがある時は外に出ず、家でゆっくり休

みましょう。コロナウィルスに感染してもはっきりとした症状がない人もたくさんいま

す。だから、コロナウィルスが広がらないように一人一人が気を付けましょう。もし、自

分のまわりで病気になりウィルスとたたかっている人がいたら応援してあげましょう。

また、心配になり不安そうな人がいたら、思いやりの心でやさしく声をかけてあげましょ

う。新型コロナウィルスがいつ終わるのかまだわかっていません。長く苦しいトンネルに

は出口があります。今できることをしっかりと行い、みんなで力を合わせ、笑顔あふれる

三郷小学校をつくっていきましょう。・・・（一部抜粋）～ 

６月２日（火）にはクラス全員がそろいます。実質的な学級開きとなり、大切な関係づ

くりに加えて、ストレスへの対処、過去にとらわれている気持ちを未来志向に変えていく

ことを丁寧に支援していきたいと思います。また、『人との距離は遠くに、心の距離は近

くに』置くことを念頭に生活していきながら、一歩立ち止まってよく考え、今、自分たち

がやるべきことをしっかりやっていくことが大切です。子どもたちが不安に飲み込まれ

ないように学校・家庭・地域が一丸となって今の状況を乗り越えていきたいと思います。

御理解御協力のほど、よろしくお願いいたします。 

か け は し         
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かきつばた 

 

笑顔でおだやかに過ごそう！ 


